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Ｉ目的

大学入学時における大学生の保健体育教科に関する学習実態を調査した我々の先行研究'）によると，「体育理

論」と「運動技能」に関する学習の理解度は２割から３割程度であった．つまり，高校までの体育授業における

学習は自己目的の動機に支えられた学習に重きが置かれ，「体育理論」と「運動技能」を関連づけた学習や

｢運動技能」の向上を図る学習は，割と軽視されている傾向にあったと考えられる以上のことから，大学体育

においては「体育理論」に基づいた「運動技能」の学習を通じて，運動・スポーツの特性や価値に触れる体験

を保障し，大学生が運動・スポーツに対して肯定的な感情を抱き，自己の適性や能力に応じた運動実践方法や運

動技能の高め方を把握できるように教授する必要性が示唆された

また，我々の先行研究2)によれば，「体力・健康」の知識および実践力に関しては，高校までの体育授業にお

いて学習者の意識に残るほどの学習がなされていたものの，それらが一般化されるほどの学習はなされていな

かったと推察されたさらに「生涯にわたって健康や体力を維持し人間らしい価値ある生き方をしたいとい

う願いにもとづくのが生涯スポーツである」とする森川3)の見解をもってすれば，大学体育においては，高校ま

での体育授業の学習内容を補完し生涯にわたって運動・スポーツに携わっていくための動機づけと実践方法を

教授する必要性が示唆された

体育とは，大貫`!)によると「運動文化（スポーツ）に関する基礎的教養を教える教科｣，中村５１によると「運

動文化の継承・発展に関する科学を教える教科」とされている．また，出原6)は，「体育という教科は･・・（中

略）…人類の遺産としての運動文化を継承し，発展させるための学力を育てる教科である」と述ぺている．ざ

らに森７１は，「教科とは，明確な教科目標を達成するために，社会的に承認された科学，文化技術，芸術など

から学校で学ぶぺきものとしていくつかの領域に区分され，系統的に組織されたものである…（中略）…．

各教科は，文化の継承と発展および人間形成という教育の基本的目的との関係を常に問われているしたがって，

体育も運動文化の継承と発展を図りながら人間形成に寄与している」と述べている．つまり，体育とは，「運動

文化という人類の遺産」を教え，伝えていく教科であると言える．

以上のことを踏まえ，大学体育では，生涯スポーツと関連づけるような教授内容と方法を検討する必要がある

と考えたまた，従来の「楽しい体育」路線からではなく，教科としての体育に着目し，「体育は何を教える教

科であるか」という観点に基づくことも必要である．そこで本研究では，生涯スポーツに関する「体育理論」と

バレーボールの「運動技能」を同時に修得できるような授業を行うことにより，生涯スポーツ実践に関する知

識・能力がどのように形成されるのか検討することを目的とした

*'熊本大学教育学研究科＊2九州東海大学＊3中九州短期大学＊4東海大学
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Ⅱ．研究方法

1．実験授業

１）授業概要

期日：2009年４月１５日～同年７月２２日

場所：熊本県Ｋ大学体育館

対象：同大学に2009年度入学した大学生48名（男子28名，女子20名）

時間：９０分×１４回

指導者：教員歴25年Ｋ教師

教材：バレーボール

単元：生涯スポーツに関する体育理論と運動技能の学習

２）授業実践（概略）

２１

臣ｌＦｌｑ：牛7ｋ ７

／

時限 技術学習の実践・概要 理論学習の実践・概要

１

２

ガイダンス

目的：ルール及び運動技能のレベルを確認する．

内容：基本的ルールを理解する

チーム及び自分のレベルを知る．

方法：正式ポール・コートで試しのゲームをする．

目的：バレーボールの

現行ルール，審

判方法，用器具

の知識を学ぶ．

３
４

目的：基本技術，ポールに|貫れ親しむ．

内容：サーブ，レシーブ，アタックの技術を高める．

ラリーを継続させる．

方法：ビーチバレーボールを使用しポールにＩ貧れる．

:バドミントンコート，
、

不ツ ト２ｍを使用する．

:２人組になり３点先取のラリーをする．３回タッチのアツプダウンゲームをする．

目的：
、

不ツ ト型ゲーム

の「共通のおも

しろさ」と「競

技別のおもしろ

さ」を学ぶ．

方法：レポートを提出

する．

５
６

目的：基本技術，攻撃と防御の技術を身につける．

内容：サーブ，レシーブ，パス

:役割分担を明確にする．

アタック，ブロックの技術を高める．

方法：ビーチバレーボールを使用する．

:バドミントンコート，
、

不ツ ト２ｍを使用する

:３人組になり,３回タッチのうち必ず１回はポールに触れる．３点先取のアップダ

ウンゲームをする．

目的：運動するための

施設に関する情

報収集や利用方

法等を学ぶ．

方法：レポートを提出

する．
７
８

目的：基本技術，攻防一体の技術を身につける．

内容：サーブ，レシーブ，トス，スパイク，ブロックの技術を高める．

コンビネーションプレーを意識する．

方法：ミニバレーボールを使用する．

:バドミントンコート，
、

不ツ 卜２ｍを使用する．

:３人組になり,３回タッチのうち必ず１回はポールに触れる３点先取のアップダ

ウンゲームをする．

目的：生涯スポーツの

選択，決定方法

を学ぶ．

方法：レポートを提出

する．

９
Ⅲ

1１

１２

１３

１４

目的：試合の中で組織的にラリーを継続できる技術を身につける．

内容：ラリーが継続できるように正確なレシーブ，トスを意識する．

:バレーボールの醍醐味を体感する

方法：ミニバレーボールを使用する．

:正式コー ト
、

・不ツ ﾄで６人制のゲームをする．

目的：試合の中で戦術を活かしたコンビネーションプレーができる技術を身につける．

内容：チームプレーの攻防を意識する．

：コンビネーションプレーの技術・戦術を高める

方法：正式のバレーボールを使用する．

:正式コート
、

・不ツ ﾄで６人制のゲームをする．

目的：生涯スポーツを

実践するための

原則を学ぶ．（金

暇，場所）

方法：レポートを提出

する
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最初は少人数でビーチボールを使いバレーボール系種目の醍醐味，個々の役割を体感・理解するまた

バレーボールがうまくなる道筋を系統立て学習するのと同時に生涯スポーツに関わる知識も修得し，最終的に

は６人制バレーの試合ができる能力を身につける

ユ調査方法および集計・分析方法

調査は質問紙調査による集合調査作法を用い「運動・スポーツ活動に対する意識や活動の調査について」

の１５項目を事前調査が2009年４月中旬，事後調査が2009年７月中旬に実施したまた運動技能の習熟度を

分析するために事前・事後のゲームをビデオ録画したまた集計に関しては，単純集計による比較検討分析

についてはビデオ分析を行った．

Ⅲ結果および考察

１体育理論について

ｌ）バレーボールに関わる知識の理解・実践の程度

今回バレーボールを生涯スポーツ実践のための教材として取り扱ったのは，バレーボールの特徴である

チームワーク，役割の分担と協力，責任感などを育てる効果にあるまた全身的な運動で，バランスのとれ

た体力づくりに役立ち，年齢や'性別あるいは体力の程度に応じてコートの広さセット数，人数など変え老

若男女で楽しむことができ，生涯スポーツ実践に適した教材であることがあげられる

そこで，生涯スポーツとしてバレーボールを実践するための「知識の理解・実践の程度」として，①ネット

型ゲームの「共通のおもしろさ」と「競技別のおもしろさ」②バレーボールの現行ルール審判方法，用器

具，③バレーボールの大会企画，運営方法，④社会人バレーボールの組織，運営，試合，登録方法に関するこ

とを修得すべき「体育理論」として設定した

その結果，図ｌに示す「説明できる」と回答した事前調査は，②333％①１６７％，③１４６％，④６３％の

」''百番であった事後調査においては，①８６０％，②７２１％，③395％，④３４９％の順であったまた，事

前・事後を比較すると，①ネット型ゲームの「共通のおもしろさ」と「競技別のおもしろさ」を説明できると

回答した６９３％の差が一番大きかった

このことは，ネット型競技の「攻撃と防御がネット越しに分離されている」「相手からのポール操作の妨害

がない」「身体的接触がない」ことの特徴を理解し，バレーボール競技独自の醍醐味である「３回までのタッ

チ」「役割の分担と協力」「戦術を立てやすい」などが実践できた結果ではないかと考えられる逆に，③バ

レーボールの大会企画，運営方法，④社会人バレーボールの組織，運営，試合，登録方法に関することは，授

業実践として具体化していなかったため，大きな伸びを示さなかったと思われるこのことから，実際に学習
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図］バレーボールに関わる知識の理解・実践の程度
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図２バレーボールに関わる知識の理解・実践の程度（全体）

したこととしなかったことでは明確な差が出た．

また，図２に示す全体の結果としては「説明できる」と回答した事前調査17.7％に対し，事後調査は

５８１％と４０４％の伸びを示したこのことは，「運動技能」を通じより身近な体験の中から「体育理論」が

身についたものと，そうでなかったものが入り混じり，平均した結果になったと推察される

2）生涯スポーツに関わる知識の理解・実践の程度

今日のスポーツは，「競争」を中心とした競技スポーツと，「楽しみ」や「健康」を目的とした大衆スポーツ

に二極分化できるその中で，競技スポーツの価値は，ただ単に楽しみや身体とその健康に関することよりも

｢正義，勇気，公正，愛匡|心，団結心」などといった教育的主義的なものを重視しているまた，大衆スポー

ツの価値は，「楽しみと健康」を目的とし，「楽しみ」のスポーツは勝敗にこだわることなく気楽で，健康で文

化的な生活を与えてくれるものであり，生涯スポーツを考える上でのスポーツは，大衆スポーツとしての考え

が基本となってくる

そこで，生涯スポーツは日常生活を行なうための運動や労働とは異なり，「楽しみ」「遊び」として行われ

ることが重視され，スポーツそれ自体に積極的な価値を見出し心身を活性化させ，その人にとっては「生き

甲斐」にすらなるのが生涯スポーツであると森川8)は述べているまた，増田9)は，生涯スポーツの視点でス

ポーツをとらえようとする場合，スポーツの本質を理解することが必要であるスポーツは，もともと人間の

遊び，レクリエーションであって，スポーツには７つの本質的な性格があるそのため，何かひとつの側面の

みが全面にでるのではなく，他の側面にも留意した意識が必要であり，それぞれの年齢や体力，志向の推移，

人の環境や立場などによって多様な行われ方を示すことになると述べている．さらに，森Ⅱ''0)はスポーツを

日常的に実践するには，スポーツ活動の土台にささえられて，国民すべての者がスポーツを享受することので

きる客観的条件（金・暇・場所）をつくりだしていくことが必要であると述べている

以上のことから，生涯スポーツに関わる知識の理解・実践の程度として，①生涯スポーツを実践するための

原則（金・暇・場所)，②生涯スポーツの選択，決定方法，③運動施設の利用方法を修得すべき「体育理論」

として設定したその結果，図３に示す「説明できる」と回答した事前調査は，③292％，②８３％，①

８３％の順番であった事後調査においては，③９０７％，①８６０％，②８１４％であったまた，事前・事後を

比較すると①生涯スポーツを実践するための原則（金，暇場所）を「説明できる」と回答した777％の差

が一番大きかった．このことは，今までに客観的条件である「金」「暇」「場所」がすべて用意されており，自

分自身で獲得する必要がなかったため，知識として身についていなかったと思われるさらに，その延長では，

競技スポーツを追い求め，大衆スポーツである「楽しみと健康」を目的とする機会を得てなかったことが②生

涯スポーツの選択，決定方法の７３１％の伸びに示されたのではないかと考えられる

また，図４に示す全体の結果としては，「説明できる」と回答した事前調査153％に対し，事後調査は

８６１％と７０８％の伸びを示した．このことは，増田u)がいう，生涯スポーツの２つ意味である，「生涯にわ

たってスポーツや運動を継続して楽しむこと」「どの年齢の人でもスポーツや運動に親しみ楽しむこと」を修

得したのではないかと推察される
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図３生涯スポーツに関わる知識の理解・実践の程度
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図４生涯スポーツに関わる知識の理解・実践の程度（全体）

2．運動技能について

ｌ）運動技能の習熟度（全体）

バレーボールの競技特性は，（１）「走る」「飛ぶ」「打つ」といった基本的な運動要素が要求される（２）レ

シーブ，トス，スパイクの各技能が刻一刻の変化と状況に応じて適切に発揮されることが要求される（３）ミ

スが直接ポイントとなるので，侵入型（ゴール型）球技種目とは異なり，相手のミスを誘うことがポイント獲

得の大きな要因となる（４）チームゲームであり，組織力を活かして，自分を上回る相手を打ち破ることがで

きることであるまた，バレーボールの技能を高めるには，三段攻撃の各ポジションの役割を理解すること，

予測して次のプレーを判断できなければいけないことである

さらに眞砂野１２)は，「手でボールを操作し，組み立てを工夫して，いかに相手コートにポールを落とすこ

とができるかいかに自分のコートにポールを落とさないことができるかという攻防の楽しさこそが特性であ

る」と述べているつまり，①いかにポールを（相手コートに）おとすか，②そのためにどのように組み立て

るか，③いかにポールを（自陣コートに）落とさないかの３つの局面が大切な指導内容であり，学習内容であ

ると述べている

今回は，以上のことを踏まえ，最初は少人数でビーチボールを使いバレーボール系種目の醍醐味，個々の役

割を体感・理解し，最終的には６人制バレーの試合ができる能力を身につけることができるように学習した

その結果を図５に示すように，１１項目の得点ポイントで集計した．太字矢印の左恨||を「自力得点」右側を

「自滅得点」の２つに分類し事前調査の「自力得点」は３２５％「自滅得点」は６７５％であった内容として
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3６ 水月晃・笠井妙美・西田明史・柿原一責・則元志郎

は，「自力得点」のサービスエース105％，スパイク７９％，アタック（相手コートに返すだけ）６３％の｣|頂で

多く，「自滅得点」はサーブミス２２０％，その他ミス２０９％，レシーブミス１４１％の｣11頁であったこのことは，

基本技術の未習熟，三段攻撃の各ポジションの役割や次のプレーを予測できていないなど，眞砂野がいう「３

つの局面」を理解および実践できていない状況であったしかしバレーボールがうまくなる道筋を系統立て

学習し，森Ⅱ''3)がいう「スポーツの主人公」を育てることによって，事後調査の「自力得点」は４７５％，「自

滅得点」は５２５％になった．内容としては，「自力得点」のスパイク２１０％，ブロック１Ｌ６％が増え，逆に

サービスエース７．１％，アタック（相手コートに返すだけ）３１％が減ったまた，「自滅得点」はサーブミス

１２５％，その他ミス１７．４％，レシーブミス１３４％が減った．

この結果を全体的にみると，「自力得点」の攻撃力は高まったものＳ割を満たしていなかったしかし基

本技術の向上，三段攻撃の各ポジションの役割や次のプレーを予測できたことなど，ラリーの応酬が続き３

つの局面の理解および技術の向上が図れたと推察されるまた，バレーボールの醍醐味を自ら体感でき，生涯

スポーツを実践する上での自信および動機づけになったのではないかと思われる
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図５運動技能の習熟度

２）運動技能の習熟度（男女比較）

運動技能の習熟度（男女比較）の結果を図６に示した男子の事前調査においての「自力得点」は370％，

｢自滅得点」は630％であった内容としては，「自力得点」のスパイク15.0％，サービスエース９０％，ブロッ

ク６０％の順で多く，「自滅得点」はサーブミス２００％，レシーブミス・その他ミス１５０％の111頁であったまた

女子の事前調査においての「自力得点」は２２０％「自滅得点」は７８０％であった内容としては，「自力得点」

のアタック（相手コートに返すだけ)121％，ツーアタック８８％の順で多く，「自滅得点」はその他ミス２７５％，

レシーブミス２４２％，サーブミス１３２％の順であったこのことから，男女ともに「自滅得点」の割合は高

かったが，「自力得点」に関するスパイクやブロックの技術の差は歴然としていた

次に男子の事後調査においての「自力得点」は４６４％，「自滅得点」は５３．６％であった内容としては，

｢自力得点」のスパイク１７５％，ブロック１５８％，サービスエース７０％の111頁で多く，「自滅得点」はその他ミス

175％，サーブミス１２３％，レシーブミス’１４％の｣''百であったまた，女子の事後調査においての「自力得点」

は４８２％，「自滅得点」は５Ｌ８％であった内容としては，「自力得点」のスパイク２４５％，ブロック・サービ

スエース７３％の｣''百で多く，「自滅得点」はその他ミス１７６％，サーブミス１２７％のⅡ|頁で減り，逆にレシーブミ

ス１５５％が増えたこのことは，相手チームのサーブ技術が向上したことによりレシーブミスが増加したと考

えられる．

この結果を全体的にみると，男女ともに「自力得点」は５割を満たしていなかったが男子はレシーブ，トス，

スパイクの各技能が刻一刻の変化と状況に応じて適切に発揮され，組織的にスパイク，ブロックが多用されてい

たまた，女子も男子と同じく技術の向上を図ることができ，特にスパイク，ブロックにおいての伸び率は高



3７大学体育における知識・能力の形成（３）

かつた以上のことから，バレーボールがうまくなる道筋を系統立て学習したら「運動技能」が確実に高まると

推察される
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図６運動技能の習熟度（男女比較）

3．生涯スポーツに関わる必要性の理解度について

生涯スポーツを実践するための基本的条件として，①金，②暇③施設・設備の利用方法（場所)，④仲間

⑤基本技術，⑥おもしろさ⑦ルール審判方法，道具の役割の７項目を設定し，「体育理論」に関する内容を

①②③④，「運動技能」に関する内容を⑤⑥⑦の２つに分類したまた各項目の設定内容として，スポーツを

実践するために必要な客観的条件（金，暇場所）および生涯スポーツに関わる人（仲間)，運動・スポーツを

楽しむための「最低限度の技術」「独自のおもしろさ（醍醐味)」「試合をするためのルール，審判方法，道具

の役割」とした

今回は「運動技能」を通じ「体育理論」を修得すると，生涯スポーツに関わる必要性をどれだけ感じることが

できるのか調査したその結果，図６に示す「あてはまる（必要である)」と回答した事前調査は，⑤⑦958％，

③⑥938％，④8ａ４％②７７１％①33.3％の111頁番であった事後調査においては，③953％，⑤930％，②

８８４％，⑥８６０％，④⑦837％，①７２１％の)''百であった．また，事前・事後を比較すると①金が「あてはまる

(必要である)」と回答した３８８％の差が一番大きく，このことは，「金」をかけなくても学生は用具・場所など

が必然とあり，体育授業などにおいても体を動かす機会が保障されているそのため，事前調査においての必要

性をあまり感じていなかったが「運動理論」を修得したことによって必要性の理解がなされ，事後調査の数値

が伸びたのではないかと考えられるまたその逆で，事後調査において「あてはまる（必要である)」が減少

した⑤基本技術，⑥おもしろさ⑦ルール，審判方法，道具の役割については，「運動技能」を修得したことに

よって達成感が満たされ，わかってはいるものの必要性の理解が希薄になったのではないかと考えられる

生涯スポーツに関わる必要性の理解度（全体）をみると，「あてはまる（必要である)」と回答した事前調査

８２２％に対し，事後調査は８６１％と８割以上の高い数値で推移したしかし，項目ごとに見てみると「あてはま

る（必要である)」と理解していても，「非常にあてはまる（絶対に必要である)」との認識は４２９％（事後）と

全体からして低かったこのことは，「体育理論」と「運動技能」の必要性の理解は必ずしも一致しなかったと

推察される

４運動・スポーツ活動の実態と実践（意識）の程度について

生涯スポーツを実践するための足掛かりとなる，体育授業以外の運動・スポーツ活動についての実態と実践

(意識）の程度を①「活動していない継続して将来はしたい」②「活動しているが将来も継続したい」③

日
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｢活動していない，在学中はしたい」④「活動しているが在学中したい｣，⑤「活動していない，これからもし

ない」⑥「活動しているが，これからはしない」の６項目に分類し，体育授業以外での定期的な活動（少なく

とも週３回以上，］回につき２０分以上）の実態を調べた．

その中で，「運動技能」を通じ「体育理論」を修得したら，生涯スポーツの実践に対する意識がどのように変

化するのかを調査した．その結果を図８に示す①②の「将来する」③④の「在学中はする」⑤⑥の「しない」

の３つに分類し事前調査においては「将来する｣５００％，「在学中はする｣４１７％，「しない｣８３％の)||頁番であっ

た事後調査においては，「将来する」651％，「在学中はする」３２６％，「しない」２３％の順であったまた，

事前・事後を項目ごとに比較すると②「活動しているが，将来も継続したい」と回答した２８７％の差が一番大

きかった．

今後は，木下M)が「生涯スポーツは，伝統的にやってきたスポーツ種目や大切にしてきた価値観を絶対にす

るのではなく，社会の志向性と価値の変化に対応して，そのスポーツ実践がいかなる満足やよろこびをもたらす
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3９大学体育における知識・能力の形成（３）

かという側面を大切にして，それを少しでも価値ある体Ⅷ験及び実践に発展できるかが重要である」と述べている

ように学習したことが生活の中で意味を持ち，健康をもたらす生活行動として具現化し継続して実践できなけ

ればいけないと考えられる

このことから，体育授業を通じ知識・能力が形成されると，運動・スポーツに対する姿勢および意識が大きく

変化すると推察される
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図９運動・スポーツ活動の実態と実践（意識）の程度

Ⅳ、結論

Ｌ体育理論について

ｌ）バレーボールに関わる知識を学習したことにより，ネット型ゲームの「共通のおもしろさ」と「競技別の

おもしろさ」を修得し，バレーボールを生涯スポーツとして実践する知識を得ることができた

２）生涯スポーツに関わる知識を学習したことにより，「生涯にわたってスポーツや運動を継続して楽しむこ

と」「どの年齢の人でもスポーツや運動に親しみ楽しむこと」の意味を理解することができたまた生涯

スポーツ実践するための選択・決定方法，客観的条件（金，暇場所）の知識を得ることができた

2．運動技能について

ｌ）約８割がバレーボール部活未経験者であったがバレーボールがうまくなる道筋を系統立て学習したこと

により，バレーボールの競技特性や醍醐味などを理解し体感することができた

２）生涯スポーツとして実践できる基本的技術を身につけ，三段攻撃の各ポジションの役割や次のプレーを予

測する組織的プレーを展開することができた‘

3．生涯スポーツに関わる必要性の理解度について

ｌ）生涯スポーツに関わる必要性の理解度として，事前から事後にかけ理解は深まったと考えられるが基本

的項目の「体育理論」と「運動技能」の必要性の理解は必ずしも一致しなかった

４運動・スポーツ活動の実態と実践（意識）の程度について

ｌ）体育授業を通じ知識・能力が形成されると，運動・スポーツに対する取組みや意識が大きく変化し，生涯

スポーツを実践するための動機づけに効果があった
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